
 保土ヶ谷区 障害者地域自立支援協議会 区精神 net 議事録 

日時     R5年 2月 14日（火） 16：00～18:00 

開催場所 集合開催 ゆめ 2階、オンライン zoom 

出 席 者 

出席者 

全体進行：（わおん、代表） zoomホスト （基幹相談） 

病院×２、、訪問看護、通所施設×２、ピアアドバイザー、家族会、ケアプラザ、区社協、就労移行

支援事業所、区役所、生活支援センター 

開催形態 公開（傍聴人：  名） ・ 非公開 

議題 

内容 

Ⅰ事例検討について 

テーマ：「高齢で入院しており、退院困難なケースについて」 

（※今回は個人情報が含まれるため、資料の配布はしません。） 

〇グループ１、３（人数が少なかったグループはまとめてしまっている。） 

 

① 今、できる支援について 

【不安なこと】 

・介護保険該当であると障害サービスが使いにくい（制度） 

・退院後も安定した服薬ができるのか 

・高齢サービスはあまりはまりきらないような印象を受ける。 

【できそうなこと】 

・生活支援センターを利用し、つながりを持てる場所、食事の利用をする。 

・病院のデイケアや就労 B型の作業所に通う。 

・高齢のショートステイ 

・有料老人ホームの体験 

・CPの情報を使って、精神障害にも対応しているアパートを探す 

・ゆかり荘などの生活訓練施設にて生活スキルのアセスメントをする。 

・ヘルパーなどを活用して、日中の見守り 

・民生委員、安心訪問協力員、友愛活動推進人などの地域の見守りをしてくださっている方の

協力を得る。 

・日中支援型のグループホームへの入居。 

 

〇グループ２ 

① 今、できる支援について 

・高齢でアパート利用は困難では？後見人がいることで支援が進む可能性が高く、本人の思い

や考えを代弁してくれるのではないか 

・退院後の生活のイメージがあるのか、そのあたりを聞き出していく。 

・退院後、グループホームなど集団生活は可能か 

・本人が好きなブランドについてなぜかを突き止めたら、本人らしさを理解できるのではないか 

② こんな支援があったらいいな 

・障害のある方が入れる高齢者施設があれば。養護老人ホームのような 

・認知機能はどうなっているのかによって、高齢者施設がどこまで受け入れるのか、集団生活の



ため、本人が望むのか 

 

〇グループ４ 

① 今、できる支援について 

・退院サポート事業を活用して、チャレンジ事業を使う。そのうえで生活スキルの把握をし、GH

なのか、アパートであるのかを考える。 

・日中支援型 GHの検討。 

・アパートならば、理解のあるところで後見人とも協力ができるようなホーム 

・介護保険と障害福祉サービスの併用 

・高齢者支援として手厚く行っている市営住宅へ申し込む 

 

② こんな支援があったら 

・介護保険が適用ではない方々の医療・生活面のサポートが手厚い施設があれば。 

・資源とか様々な情報が載っている情報サイト、特に不動産関係 

 

〇グループ５（zoom） 

① 今、できること 

・日中支援型のホームは市内では数が少ないため、他都市の利用も視野に入れたい。 

・本人のアセスメントできる場所の活用。 

・本人、通院の拒否感がないならば、病院の近くに住む 

・病院側が一室借りてしまうことで、そこに住むことも出来るのではないか。 

 

〇事例提供者から 

・住む場所がなければ、退院には至らない。 

・入院期間が長くなっていることで、高齢の方でも体験できるような場があるといい。 

 

Ⅱ来年度の活動について 

・来年度の取り組みにあたり、区精神 net としての目標を設定したい。 

・みんなが共通認識を持てるようなもの 

【それぞれのグループで話し合った内容】 

・標語のような形で取り入れることができたらよいのではなか 

・誰のために活動しているのかを明記する。 

・「みんなが主役、誰でもつながり、支えあえる精神 net」 

・「精神障害に限らず」、「自分らしく暮らせる」ような地域で生活することを視野に入れた内容。 

 

※次回の全体会にて決める。 

 

次回 R5年３月 14日（火）16：00-17:30 場所：未定 

 


